
相分離構造の動的制御による

ナノパターニング

イガイ（ムール貝）は、その身体を岩に固定するために強靱な

足糸を持っています。我々はこの足糸の中に存在する動的結

合の疎密による多相構造を模倣することで、極めて高い

タフネスと疲労回復性をもつ材料を開発しました。

我々の身近に多く存在する水分をトリガーとして自己修復する

材料では、一般的に親水的な動的結合により材料が水を吸収し

てしまい特性が低下する問題がありました。我々はボロン

酸エステルという疎水的な動的結合を用いて、海水中で

安定的に自己修復可能なエラストマーを開発しました。
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動的結合（四重水素結合）

自然界にヒントを得たタフなエラストマー 海水中で自己修復するエラストマー

高剛性・高耐水性

有機/無機ナノハイブリッド

水と油が分かれるように、一般に異種ポリマーのブレンドは規則性の低

い相分離構造を形成します。我々は、指向的な相分離過程を途中で凍結

することで、ポリマーブレンドからナノメートルオーダーの規則的な周期構

造を形成させる手法を開発しました。

貝殻の内側に形成される真珠層は板状無機物と有機ポリマーが規則

的に積層した有機/無機ナノハイブリッドであり、極めて高い剛性と低い

物質透過性が特徴です。しかし、真珠層を人工的に模倣した材料は、無

機物の親水性により水や湿気に弱いという欠点がありました。我々は無

機物表面の疎水化とその場重合により、高剛性かつ高耐水性な有機/無

機ナノハイブリッドを開発しました。
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［動的構造制御が拓くポリマー材料の新構造・新機能］
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ポリマー材料がもつ分子構造から高次構造までの多階層構造をダイナミックに変化させることによ

り、高靱性・自己修復性を有するエラストマーやナノパターン化表面など、特徴ある機能性材料の創出

に取り組んでいます。
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